
RV110W VPNファイアウォールの帯域幅優先度
設定 

目的
 

帯域幅プロファイルを使用すると、セキュアネットワーク(LAN)からセキュアネットワーク
(WAN)に流れるトラフィックの帯域幅をシェーピングできます。帯域幅プロファイルを使用
して、発信および着信トラフィックを制限できます。これにより、LANユーザによるインタ
ーネットリンクのすべての帯域幅の消費が防止されます。帯域幅の使用を制御するために、
特定のサービスに優先順位を付けることができます。これにより、重要度の低いトラフィッ
クの前に重要なトラフィックが送信されるようになります。
 
この記事では、RV110W VPNファイアウォールで帯域幅プロファイルを設定する方法につ
いて説明します。
  

該当するデバイス
 

・ RV110W
  

[Software Version]
 

•1.2.0.9
  

帯域幅の優先度の設定
 

ステップ1:Web設定ユーティリティにログインし、[QoS] > [Bandwidth Management]を選択
します。「帯域幅管理」ページが開きます。
 

 
ステップ2:[Bandwidth Management]フィールドの[Enable]チェックボックスをオンにして、
帯域幅管理を有効にします。
 
ステップ3：必要なアップストリーム帯域幅をKbit/Secで入力します。アップストリームは
、インターネットにデータを送信するために使用される帯域幅のサイズです。



ステップ4：必要なダウンストリーム帯域幅をKbit/Secで入力します。ダウンストリームは
、インターネットからデータを受信するために使用される帯域幅サイズです。
 

 
ステップ5:[Add row]をクリックして、帯域幅の優先度を設定します。
 
ステップ6:[Enable] チェックボックスをオンにして、帯域幅の優先度を有効にします。
 
ステップ7:[Service]ドロップダウンリストから、優先順位を付けるサービスを選択します。
 
注：新しいサービス定義を追加するには、[Service Management]をクリックします。これは
、ファイアウォールおよびQoS定義に使用する新しいサービスを定義するために使用されま
す。詳細は「サービス管理」セクションを参照してください。
 
ステップ8:[Direction]ドロップダウンリストから、優先順位を付けるトラフィックの方向を
選択します。このオプションは、帯域幅優先度が適用されるトラフィックを決定します。
 
ステップ9:[Priority]ドロップダウンリストから選択したサービスの優先度を選択します。
 

 
ステップ10:[Save]をクリックして設定を適用します。
 
ステップ11.（オプション）帯域幅の優先順位を編集するには、帯域幅の優先順位のチェッ
クボックスをオンにし、[Edit]をクリックし、目的のフィールドを編集して、[Save]をクリ
ックします。



ステップ12:（オプション）帯域幅の優先度を削除するには、帯域幅の優先度のチェックボ
ックスをオンにし、[削除]をクリックして[保存]をクリックします。
 

  
Service Management
 

サービス管理機能は、ファイアウォールルールを適用できるサービスを作成およびカスタマ
イズするために使用されます。サービスが定義されると、サービス管理テーブルに表示され
ます。 
 
ステップ1:[Add Row（行の追加）]をクリックして、新しいサービスを追加します。
 
 
 

 
ステップ2:[Service Name（サービス名）]フィールドに、目的のサービス名を入力します。
これはサービスを示します。
 

 



ステップ3:[Protocol]フィールドで、サービスが使用するプロトコルをドロップダウンリスト
から選択します。
 

・ TCP：このモードでは、エラーのないデータ送信が可能です。フロー制御を使用するこ
とで、すべてのデータが配信され、送信されていないすべてのパケットが再送信されます
。
 
・ UDP：このモードはTCPよりも高速ですが、フロー制御を提供しません。UDPの主な
用途は、ビデオ、音声、ゲーム、またはフロー制御が実用的でない他のライブアプリケー
ションのストリーミングです。
 
・ TCP & UDP：このモードでは、TCPとUDPの両方を使用できます。
 
・ ICMP：このモードでは制御プロトコルが可能です。このプロトコルは、アプリケーシ
ョンデータを伝送するように設計されていません。代わりに、ネットワークのステータス
に関する情報をリレーします。pingユーティリティはこのプロトコルを使用します。
 

ステップ4:[Start Port]フィールドに、サービスが使用する最初のTCPポートまたはUDPポー
トを入力します。
 
ステップ5:[End Port]フィールドに、サービスが使用する最後のTCPまたはUDPポートを入
力します。
 
ステップ6:[Save]をクリックして設定を適用します。
 
ステップ7:（オプション）プロトコルを編集するには、目的のサービスのチェックボックス
をオンにし、[Edit]をクリックし、目的のフィールドを編集して、[Save]をクリックします
。
 
ステップ8:（オプション）プロトコルを削除するには、目的のサービスのチェックボックス
をオンにし、[Delete]をクリックし、[Save]をクリックします。
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